
生活の環境 生活の環境 
ごみゼロをめざして 

新エネルギーについて考え、省エネルギーを実行しよう 

ISO14001を取得しよう 

「まち探検」でまちの暮らしをさぐる 

環境問題へのアクション 

第5章 
かん きょう 



資   料 

資料1 廃棄物の種類 

廃　棄　物 

生活系廃棄物 

事業系廃棄物 

事 業 系 
一般廃棄物 

一般廃棄物 

特別管理一般廃棄物 

（一般家庭の日常生活 
にともなって生じたもの） 

（事業活動にともなって 
生じたもの） 

一般廃棄物 

ごみ 

生活系ごみ 一般ごみ 

粗大ごみ 
そ だい 

可 燃 物 

不燃・可燃不適物 事業系ごみ 

し尿・生活雑排水 
はいすい 

特別管理一般廃棄物 

（爆発性、毒性、感染性等のある 
一般廃棄物） 

いっぱん 

（産業廃棄物以外の廃棄物） 

産業廃棄物 

特別管理産業廃棄物 

（爆発性、毒性、感染性等のある 
産業廃棄物） 

（法、政令で定める19種類） 
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●給食で出るごみのゆくえについて調べ、大量に出るごみを減らす方

法を考えよう。

●将来暮らしてみたいゼロエミッション住宅を考え、今の生活を改善

し、ゼロエミッション生活をめざそう。

1 ．給食のときに出るごみは、給食センターに回収された後どのように処理される
のか調べてまとめよう。
2 ．給食から出るごみを減らすためには、どのような行動をしたらよいか考え、実
行してみよう。
3 ．ごみゼロエミッション住宅を考え、現在の生活をふり返ってみよう。

① 全国的に産業廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の不法投
とう

棄
き

が問題になっている。島根県における不法投棄
の現状を調べてみよう。
② 不法投棄をなくすための働きを調べ、自分たちにできることを考えてみよう。

季節：通年　時間： 4時間

ごみゼロをめざして

進め方Ⅰ

進め方Ⅱ

●準備と注意事
じ

項
こう

・用意するもの：ワークシート、筆記用具

●事業所活動などにともなって生じた廃棄物
紙くず、木くず、繊

せん

維
い

くず、動植物性残さ、動物系固物、ゴムくず、金属くず、ガラ
ス、陶

とう

磁器
じ き

、コンクリートくず、鉱さい、がれき類、動物ふん尿
にょう

、動物の死体、ばい
じ類、燃え殻

がら

、汚
お

泥
でい

、廃
はい

油
ゆ

、廃
はい

酸
さん

、廃アルカリ、廃プラスチック類、産業廃棄物を処
理したもの

産　業　廃　棄　物



資料4 島根県の循環型社会構築のための重点施策 資料2 島根県の生活ごみ処理フロー 

（島根県環境生活部廃棄物対策課） 

資料3 しまね循環型社会推進計画進ちょく状況 

し さく 

じゅん じょうきょう かん 

排出量（ｔ） 

再生利用率 

最終処分量（ｔ） 

排出量（ｔ） 

再生利用率 

最終処分量（ｔ） 

 

一般廃棄物 

 

 

産業廃棄物 

258千 

14.0％ 

55千 

1622千 

53.0％ 

281千 

（島根県環境生活部廃棄物対策課） （島根県環境生活部環境政策課） 

Ｈ　11

266千 

16.9％ 

58千 

1591千 

63.2％ 

102千 

Ｈ　12

275千 

16.7％ 

51千 

1725千 

61.0％ 

167千 

Ｈ　13

271千 

17.3％ 

49千 

1626千 

60.3％ 

172千 

Ｈ　14

【処理人口等】 【収集内訳】 

紙類 
金属 
ガラス類 
ＰＥＴ 
プラスチック類 
布類 
その他 

2,461ｔ 
35ｔ 
177ｔ 
0ｔ 
0ｔ 
81ｔ 
0ｔ 

集団回収 
2,754ｔ 計画収集率　　　　　　　　②／①＝     98.7％ 

計画収集総排出量　　　　　④～⑨＝   705   ｔ/日（257,341ｔ/年）…Ａ 
総排出量　　　　　　　　　④～⑩＝733.9   ｔ/日（267,875ｔ/年）…Ｂ 
1人1日当たりごみ排出量　　Ａ／②＝   935   ｇ/人・日 
1人1日当たりごみ総排出量　Ｂ／①＝   961   ｇ/人・日 
焼却施設　　　　　　　　　14施設　   944.6ｔ/日 
最終処分場　　　　　　　　37施設（埋立中） 
　　〃　　　　　　　　　　  2施設（埋立完了） 

【処理内訳】 

①総人口 
763,822人 

②計画収集 
人口　　 
753,934人 

③自家処理 
人口　　 
9,888人 

④可燃ごみ 
157,712ｔ 

最終埋立処分 
49,469ｔ 

資源化 
44,708ｔ 

焼却 
179,357ｔ 

排出量 
257,341ｔ 

直接焼却 
171,478ｔ 

焼却残さ 
20,413ｔ 

破砕残さ等 
17,558ｔ 

焼却処分 
7,879ｔ 

収集回収 
27,038ｔ 

直接埋立 
11,498ｔ 

うめたて 

しょうきゃく 

は さい 

破砕・圧縮 
52,475ｔ 

直接資源化 
17,670ｔ 

⑤不燃ごみ 
26,704ｔ 

⑥資源ごみ 
36,255ｔ 

⑦その他 
2,941ｔ 

⑧粗大ごみ 
1,599ｔ 

⑨直接搬入量 
32,130ｔ 

⑩自家処理 
10,534ｔ 

①イベント等を通じた普及啓発 
②環境学習の充実 
③循環型社会構築の状況やリサイクルに関する情報の提供 
④環境関連産業育成の促進 

県民及び事業者の主体的取り組みの促進 

①有機性廃棄物（生ごみ、家畜排せつ物等）を活用したバイオ
マスリサイクルシステム構築の促進 
②農業用廃プラスチックのリサイクル促進 
③石炭灰やスラグ等の利活用促進 
④建設廃材のリサイクルの促進 
⑤環境に配慮した商品販売の促進 
⑥経済的手法の導入の検討 

しまね循環型システムの構築の促進 

①循環型社会推進会議の設置 
②電子会議室やメーリングリストの開設 

県民・事業者・行政のパートナーシップの構築 

①環境への負荷の少ない事務・事業の執行 
②環境への負荷の少ない財やサービスの調達の推進 
③環境への負荷の少ない適切な排出の推進 
④その他省エネルギー等の環境への負荷の少ない行動の推進 
⑤職員の研修及び必要な情報の提供 

自らが率先する循環型社会実現のための実践事業 

（一般廃棄物） 
①本計画をふまえた一般廃棄物処理計画の策定 
②島根県ごみ処理広域化計画に即した計画的な施設整備推進 
③産業廃棄物の合わせ処理、PFI手法等による施設整備の効率
化 
④一般廃棄物処理施設の適正な維持管理 
（産業廃棄物） 
⑤排出者処理責任の徹底 
⑥優良産業廃棄物処理業者の育成等 
⑦公共関与型処理施設等の計画的整備の促進 
⑧産業廃棄物処理施設の適正な維持管理の指導 
⑨特別管理産業廃棄物の適正保管・適正処理体制の整備 
⑩種類別処理の方針 

適正処理の推進 

①市町村・地域自治会等との連携 
②警察部局・事業者団体等との連携 

不適正処理の防止 

排
出
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
） 

再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
） 

３
　
　
Ｒ
　
　
の
　
　
推
　
　
進 

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築 

適
正
処
理
の
推
進 

再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
） 

よ
く
せ
い 

そくしん 

ふ けい はつ きゅう 

か ちく 

はい りょ 

しっ こう 

そく 

い 

てっ てい 

れん けい 

じ 

じっせん 
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資料7 環境に関する法律 資料5 ゼロエミッションとは 

（国連大学「ゼロエミッション」研究構想） 

資料6 EM菌を使った生ごみのたい肥化 
きん 

（環境学習ネットワーク） 

資料8 島根県内の産業廃棄物不法投棄の件数及び投棄数 

（島根県環境生活部廃棄物対策課） 

食品リサイクル法（2001年実施） 

外食産業やスーパーマーケットなどの生ごみを飼料や肥料として再利用を義務化 

建設資材リサイクル法（2000～2002年実施） 

建設工事の廃材を分別解体し再利用を義務化 

家電リサイクル法（2001年実施） 

テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンの回収と再利用の義務化 

容器包装リサイクル法（2000年実施） 

ペットボトル・びん・プラスチック容器などの回収と再利用を義務化 

グリーン購入（2001年実施） 

国に再生紙などの再生品や低公害車など率先購入を義務づけ 

環
境
基
本
法（
一
九
九
三
年
制
定
） 

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法 

廃
棄
物
処
理
法
・
リ
サ
イ
ク
ル
法 

はいざい 

せん 

こう にゅう 

たく き 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

0

2

4

6

8

10

12

平成10年度 

2,258

4

平成11年度 

267

4

平成12年度 

216

6

平成13年度 

953

11

平成14年度 

4,236

11

投
棄
件
数
（
件
） 

投
棄
量
（
ト
ン
） 

投棄量（トン） 

投棄件数（件） 
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自然の生態系にならい、人間の経済活動を再編しようとするのがゼロエミッシ

ョン構想です。ある事業所からの廃棄物を、別の事業の原料として利用するとい

う関係をつくることで資源の全量をむだなく使い、生産活動からの「廃棄物

（emission）ゼロ」をめざす考え方です。地球サミットで「持続可能な開発」

が採択
さいたく

されたのを受けて国連大学が提唱し、1995年4月からスタートしました。

今の社会では、あたり前のように家庭や工場からごみを出しています。

リサイクルできないものは完全な廃棄物として焼却処分や埋め立て処分をしな

ければなりません。これらの処分を行うことによって、有害物質の地下水・海水

への流出、埋立地不足やそれにともなう不法投棄などたくさんの問題が出てきま

す。これらのことを考慮
こうりょ

し、完全にリサイクルできるものや地中の微
び

生物
せいぶつ

に分解

されるものを製造していかなければなりません。

EM菌（Effective Microorganisms：有用微生物群）

①　生ごみの水分を切っておく

②　バケツの底にEMぼかしをまく

③　生ごみをバケツに入れる

④　その上からEMぼかしをまんべんなくまく

⑤　軽く押さえて空気を抜
ぬ

く

⑥　中ぶたをして空気に触
ふ

れないようにする

⑦　①～⑥をくり返す

⑧　発酵
はつこう

液がたまったら、そのつど取り出す

1000倍に薄
うす

めて肥料として使う

⑨ バケツがいっぱいになったら、直射日光の当たらない所に1～2週間置き、

発酵臭
しゆう

がしてくれば完成

●平成11年度から件数、量ともに増加している。

●ほとんどの場合、山林内など目立たない場所に投棄されているが、農地のかさ

上げに偽
ぎ

装
そう

して投棄される例もみられる。



給食で出るごみのゆくえを調べよう �

ワーク 

 
洗 浄  
 
乾 燥  

 
製紙工場で
溶かして洗
浄 

 
トイレット
ペーパーな
どに再生 

作業1 給食のときに出る残飯の量をそれぞれ分けて、量を量ってみよう。 
また、それぞれのごみがどのように処理されていくのか、インタビューやインターネ
ットで調べてみよう。 

ごみゼロを目指そう �

ワーク 

作業1 毎日食べている給食では、たくさんの残飯が出ている。この残飯をごみとして捨てる
だけではなく、有効に活用し、ごみを減らす方法を考えよう。 

ごはん・パン 

kg

汁・スープ 
しる 

kg

副　　菜 

kg

そ の 他 

kg

牛乳パック 

↓ ↓ ↓ 

処 理 の 仕 方  

↓ ↓ 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

kg
ご　は　ん 
パ　　　ン 
汁 

ス　ー　プ 
副　　　菜 

牛乳パック 

そ　の　他 

ご み を 減 ら す 方 法  

せん 

かん 

じょう 

そう 

と 
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ごみゼロエミッション住宅を考えよう �

ワーク 

作業1 ごみゼロエミッションをめざして、家庭でのごみ処理について考えてそして、将来暮
らしてみたいと思うような、環境にやさしい「ごみゼロエミッション住宅」を考えて
みよう。 

〈しくみ〉 

〈外　観〉 

作業2 家庭でもたくさんのごみが出る。これからの生活で、それらのごみをどのように処理
をしていけばよいか考えてみよう。 

ご み の 種 類  具 体 的 な 行 動  

WC シャワー

部屋 マイルーム 台所

シャワー
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作業2「ごみゼロエミッション住宅」をめざし、わが家の生活をふり返り改善点と具体的な行
動を考えてみよう。 

現在の生活 改　善　点 具 体 的 な 行 動  

作業3「ごみゼロエミッション住宅」をめざして行った内容を記録し、その内容をチェックし
よう。 

具体的な行動 達　成　度 感　　想 
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・島根県環境生活部環境政策課HP（http://www.pref.shimane.jp/section/kankyo/）
・島根県環境生活部廃棄物対策課HP（http://www.pref.shimane.jp/section/haitai/kids/）
・資源エネルギー省HP（http://www.enecho.meti.go.jp）
・長浜市教育研究所HP（http://www.biwa.ne.jp/̃kita-jhs/kankyo/index.htm）

参 考


